
小型トラック・バスの機械式自動変速機において、油圧回路部品(バルブボディ)製造時の内部洗浄が

不適切なため、異物が回路内に残留しているものがある。そのため、クラッチ制御用油圧バルブの作動

不良が生じて、変速ショック、変速不良等が発生し、最悪の場合、車両減速停止する際等にエンストし

たり、ギヤ段のニュートラル固定により発進できなくなるおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準不適合発生箇所

改善措置の内容 

全車両、油圧回路の洗浄を実施する｡ 

バルブボディ(A 視) 

クラッチ制御用油圧バルブ 

A

識別：作業完了車には、所定の位置に「LT124」の文字が記載された白黄色のシールを貼付ける。 

トラック  ：助手席リヤドアピラーストライカー付近 

 バス   ：アクセルペダル右部壁面 

 

クラッチ制御用油圧バルブ 


